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828 {トレーニング}
392.感覚護霊会トレーニングがカの発揮壊と建策カ学的選
延時間iこ及ぼす影響
。河野:弘之¥速水遼也i、板谷 i草人木塚総博i
P筑波大学大学院 人間総合科学研究科〉
l1JfJ1:ワ動作;こ必婆な力を怨時間で濯j率よく発滋すること
は高いパフォーマンスの実現に重要な婆畿のiつであり、
そのお擦として力の発掬率(I~F'D) がある。 RFD を i向上
させる)j法のiつに、不安定な条件下での姿勢制御繰越を
}おいた感覚運動トレーニング (SMT)がある。 SM'l、によっ
て氏FDが向上する婆凶として、神経筋機能の向とが考え
られているが、その根拠となるヂ…タを示したものは少な
い。{図的}本新'究では、 RFDがi匂ょする袈Itlを、 SMT
の議後で測定した筋窓溜反応時間(l~MG-RT) と電気力学
1'0;li1廷時間 (EMD)の結果から検証することを密約とした。
{方法1SM1、として不安定蕗よでの掬限および開銀の片
腕i立ちと前後スイングを行う姿勢制御諜慾を行った。対象
者はSMTの経験を有さない.18名であった。そのうち、議
反発素材のJPクッションで Si¥iITを行う9名を JP群とし、
低反発繁材のAIREXでSMTを行う9名を AR若手とした品
そして、 SM~f‘前後で RFD と反応時跨の測定を行ったO
RFDのi)!!j定では、:最大i随意殺者'ti(MVC)のi在感および背
沼運動を3[必ずつ行った。記録されたカのデータにおける
IJのQlset(Oms)から30、50、100、200msを解析民間と
した!等間i実関のRFDと、 lu、20、30、40、50、75%MVC
における各境問土5%を解析fK関とした %MVC区間の
RFDを求めた。そして、各区践のカの増加i査をi時間で除
したものを RFひとして~n\ した詰反応、時掲の測定では、
足底への振動刺激を知3をしたらできる限り平く足関節j長続
または背Jillj筆致を行う反応謀総を行った。その器、筋電図
を勝綾筋i今宮!将兵と鈴鹿骨筋から君主出し、 EMG-RTとEMD
を求めたα 試技数はそれぞれ101涜とした。 SMTは選3留
をti援問行った。{結果1SMT 議後でのj規定結巣をJ;t較し
たところ、群鴻に有意な蓬はなかったむよって、トレ}ニ
ングま1;呆に議材の反発性による違いはなく、どちらの不安
定条件下であっても姿勢制御課題を行うことによって
3討すの効果が得おれると考えられる。時間広務における
RFDではJ邸討議動ではか200ms、背線運動でばか50，0-100、
か200ms区間において;在意に向上した。このことから本研
究で行ったSMT!立、特3こ背HB運動時のRFDに対して効果
があったと考えられた。また、ヲもお1VCI玄関における RFD
では、 10、20、30覧MVC[玄関において宥窓な向上を2詳した。
このことから本研先のSM1'は、力発採の初期段階に効薬
があることが示唆された。反応時間の溺定結:梁は、背総選
勤時の EMDのみが有意な鐙縮を訴し、底j謡運動時、の
E，MD ~こは有意な鐙総は認められなかったりそして、
EMG-RTに認しでは、JiffiL背競遂勤時ともに宥窓な変
化は認められなかったo [結論1EMDにおいて綴祭され
た背綴運動時のみの短絡はRFむの結果と類似していた。
反応時間は l+j~琵機能と求務機能の二つの機能から欝成され
ており、 EMDは主に末機機能としての筋i氏擁開始から実
際のカが生じるまでの時間を殺す白これらのことから、
RFD 向上の繋訟は、中挺よ争も末梢舗の神経筋機能の変
化'が主な婆p~ミであることが示唆された。
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